
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

課　名 農林整備課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

予算現額
（千円）

決算額
（千円）

6 4 2 234 頁 林業振興費 椎茸生産支援対策事業

目
的

椎茸生産者の規模拡大と新規参入者の育成支援を行い、生産量及び品質の向上を図る
対
象

椎茸生産者

事
業
概
要

　○椎茸生産基盤整備事業
　　　・生産基盤高度化緊急対策事業・・・乾しいたけ生産者（10万駒植菌目標）の生産基盤強化のための施設整備
　　　　　①人工ほだ場（1棟）、②散水施設（10基）、③ハウス（2棟）④バックホウ（1台）⑤選別機（2台）
　　　・しいたけ生産新規参入支援対策事業・・・乾しいたけ新規参入者の経営基盤強化のための乾燥機導入（2件）及び原木購入（3名）
　　　・低コスト簡易作業路緊急整備・・・椎茸原木の搬出等の作業効率を上げるための簡易作業路整備（20路線／7,270ｍ）
　　　・作業路開設整備事業・・・県単事業でまかなえない簡易作業路整備分を市単独で行う事業（6路線／3,923ｍ）
　　　・椎茸生産支援対策事業関係団体補助事業・・・乾しいたけ生産者の意識高揚と生産技術向上
　　　　［対象：大分県椎茸振興協議会、椎茸振興会］

　○椎茸種駒補助事業・・・乾しいたけ生産量の安定化と生産者確保のため2万駒以上の植菌者に対する補助（138名／6,810,500駒）

　○椎茸生産支援対策事業関係団体補助事業
　　　・椎茸品評会事業・・・椎茸振興会支部単位で開催される乾しいたけ品評会の賞品代
　　　・大分県椎茸振興協議会負担金
　
　○被災農業者向け経営体育成支援事業・・・雪害復旧事業（新）

臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
国・県支出金 市債 その他 一般

6,732 3臨時 椎茸生産基盤整備事業
散水施設・作業路・
新規参入者

負担金補助
及び交付金

19,015 17,665

財源内訳
評価

10,933 3
及び交付金

経常 椎茸種駒補助事業
２万駒以上の植菌者 負担金補助

及び交付金
10,288 10,284 10,284 2

経常
椎茸生産支援対策事業関
係団体補助事業

2団体
品評会商品代

負担金補助
及び交付金

1,385 1,277 1,277 2

3臨時
被災農業者向け経営体育
成支援事業（新）

特用林産関係雪害
復旧

負担金補助
及び交付金

106,790 0

臨時
全国乾しいたけ振興大会
実行委員会負担金

計 137,478 29,226 10,933 0 0 18,293

廃止

187



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額）

総合計画/後期計画（4-1-1）重点施設1による

成
果
指
標

指標名
生産者の育成及び作業

の効率化
目
標
年
度

H27

指標の設定理由

数値 －

活
動
指
標

指標 a 人工ほだ場等整備

数値 目標 － 目標 － 目標 － 目標 －

ｃ 種駒補助 ｄ 生産団体の育成ｂ 簡易作業路の整備

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

生産者の育成及び作業の効率化
－ － －

a
人工ほだ
場等整備

人
11 人

－

16 人 16 人

－ － －

団体

－ －

b
簡易作業
路の整備

m
9,700 m 9,450 m 11,193 m

－ － －

課題
c 種駒補助 千円

13,355 千円 12,395 千円 10,283 千円

生産者の高齢化また原発事故による風評被害により乾椎茸の生産量
は年々減少している。

－ － －

ｄ
生産団体
の育成

団体
1 団体 1 団体 1

対応（改善点等） － － －

新規参入者の育成指導及び、企業参入等を視野に入れた政策を行
い、生産量及び品質の維持向上を行う。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 方向性

34,658 36,898 29,226 44,835
前年並

うち経常経費 14,673 13,735 11,578 18,377

６．Ｈ２７年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

うち経常経費 14,673 13,735 11,578 18,377

事業費に係る人件費 11,137 12,366 11,769 10,867

財
源
内
訳

国　　費 理由

県　　費 12,102 11,964 10,933 21,078

生産量及び品質維持向上に必
要な事業である。

市　　債

そ の 他

23,757

うち経常 14,673 13,735 11,578 18,377

事業費に係る人役 2.59 2.88 2.70 2.45

着眼点 分析 分析根拠

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
市の主な品目の一つであり、市として
も推進する必要がある。

一般財源 22,556 24,934 18,293

引き続き、補助金交付要綱の遵守を図りながら、課題解決に向けて生産
の向上に努力すること。また、市単独補助金の見直しを進めること。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
市の主な品目の一つであり、市として
も推進する必要がある。

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 2
受益者が椎茸生産者に限られてい
る。

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
今後は,種駒の補助や品評会の開催
方法等について検討する。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 2 作業の効率化が図られている。

事業の方向性 評価内容
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